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今年は合計8回の洪水警戒体制入りとなりました。今年は６月から７月初旬まで渇水でした
が、その後前線や台風の影響により天気が不安定になりました。中でも8月5日の益田市にお
ける記録的短時間大雨や、9月19日から20日までの台風14号による影響では、ダム上流から
の水の流入量が洪水量(120m3/s)に達したことにより洪水調節を実施しました。洪水期は終
了しましたが、急な大雨が降ることもありますので、日頃より気象情報には注意しましょう。

平成２８年８月３０日の状況

洪 水 期 （ 6 月 1 6 日 ～ 9 月 3 0 日 ） を 振 り 返 っ て

台風第１４号通過時の御部ダム洪水調節効果について

令和4年9月19日の天気図 9月19日～20日の洪水調節図

ダム左岸側（御部発電所側）より堤体を望む

令和４年台風第14号では、9月19日4時25分から洪水警戒体制を開始しました。そして、9月
19日21時20分にダムへの流入量が、洪水量（120m3/s)を超えたことから洪水調節を開始した
結果、最大約199.6m3/sの流入量に対し65.3m3/sの流量をカットしました。この結果、ダム
下流市街地の三隅大橋地点（浜田市三隅町三隅付近）で、河川水位を約0.19ｍ低下させること
ができたと考えられます。今回は、洪水量が比較的少なかったですが、夜遅くに急激に流入量
が増加した結果となりました。大雨時に止むを得ず外出する際は、河川の状況に注意し行動し
ていただきますようお願いします。



【発行】浜田県土整備事務所 ダム管理第二課 0855-29-5678
御部ダム管理所 0855-35-1421
御部ダム自動音声案内 0855-35-1316

【編集後記】

（地域の魅力再発見）ダム周辺のおすすめスポット～弥栄編

ダム管理関係者を対象とした新技術説明会が行われました

水中ドローンの説明およびデモンストレーションの様子
１０月７日（金）に御部ダムにて、県管轄のダム管理関係者を対象とした

新技術説明会が行われました。これは、水中ドローン用いてダム湖における
堆砂（上流から流れ込み溜まった砂）計測や水中構造物調査を撮影画像やソ
ナーやレーダを用いて行う技術です。ダム管理分野におきましても、業務の
円滑化や効率化を目的とした様々な技術が開発されております。

御部ダムの流域に属している浜田市弥栄町は、森林や棚田といった自然豊かな
原風景が広がっており、ブランド米「秘境 奥島根 弥栄」を生産しているほか、
樹齢600年を超えた御神木がそびえ立つ、島根県指定天然記念物「長安本郷の八
幡宮並木杉」を有する長安八幡宮があります。魅力ある自然を感じ取るスポット
になっておりますので、ダムに来訪された際、あわせてお出かけになってみては
いかがでしょうか。

弥栄町野坂の棚田 ⾧安八幡宮の並木杉

洪水期が終わり、ダム周辺は紅葉が色づき始め、お出かけに丁度良い季節になりました。
本年は、比較的大雨や災害の少ない洪水期となりましたが、災害はいつ発生するかはわか
りません。今一度お住まいの地域の危険個所や避難所について確認し行動できるようにし
ましょう。


